
２　個別事業評価調書

事　業　名

目標時期

総事業費 4,536 本年度事業費 4,536 交付金交付額 2,303

1 府と市町村等との連携に資する成果

2 住民の自治意識を高める成果

3 リーディング・モデル成果

4 広域的波及成果

5 行財政改革に資する成果

6 その他の成果

（記載要領)

具体的な成果

事業の有効性

事業の必要性

事業の効率性

　３町の住民を始めとして広く合併に向けての状況を広報、偏ることなく、適時、適切な普及啓発を図り、
平成１８年３月１日合併して誕生する「与謝野町」を広く広報するとともに、合併協議の状況などを周知す
ることにより、住民意識の高揚を図ることができた。

団体名：与謝野町

広報広聴事業

　１　事業ごとに本様式を作成すること。
　２　「具体的な成果」欄については、できる限り客観的な数値を掲げて具体的に記載すること。

　短期間の協議であったが協議の状況を速報的に広報、新町に向けて住民意識の高揚を図るため、合
併協議を効果的・効率的に進めることができたとともに、住民に対しても偏ることなく適宣・適切な普及啓
発を図ることができた。

事業の概要

　合併協議会通信、ホームページ作成、新町誕生啓発事業（残暦掲示板・懸垂幕・横断幕）、新町町章
公募など。

平成１７年度


